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　先日、預かりの子どもたちがホールで大きなブロックを使って遊んでいる姿を見て、とて

も懐かしい気持ちになりました。そのブロックは、私がこの幼稚園に通っていた頃にも使わ

れていたものです。私もタイヤを付けて車や電車のようにして昔の幼稚園の中を走らせて遊

んでいました。何十年も前に夢中になって遊んでいたものが、今も子どもたちの笑顔の中で

生き続けていることに、温かい気持ちになります。

　子どもたちは、自分たちの力で遊びを広げています。時には思うように進まず作り直した

り、友達と意見がぶつかったりすることもありますが、その経験も大切な学びです。

　形は変わらなくても、遊び方は子どもたちの発想によって無限に広がります。長い間大切

に使われてきたブロックには、たくさんの子どもたちの思い出が詰まっています。そして今

も、新しい思い出が毎日のように作られています。これからも子どもたちが思い切り遊び、

考え、友達と関わりながら成長していける環境を大切にしていきたいと思います。。

　さて、幼児部では運動会が少しずつ近づいてきました。クラス対抗の競技や年長さんのよ

さこい。年中少のおゆうぎなどいろいろな練習も始まり、子どもたちは期待を膨らませてい

ます。運動会は勝ち負けだけではなく、「やってみよう」と挑戦する気持ちや、友達と力を合

わせる経験、一人ひとりが成長する過程を大切にしています。当日までの取り組みの中で育

つ子どもたちの姿を、温かく見守っていただければと思います。

　また、乳児部の子ども達は、散歩に向かうときに玄関にいるメダカに目を向けてくれてい

ます。水槽の前にしゃがんでじっと見つめたり、「いた！」「あっちに行ったね」と指を差した

りしながら、小さな命との出会いを楽しんでいます。大人が思う以上に子どもたちは生き物

の動きや変化によく気付きます。公園へ向かう道の花や草、虫などにも目を向けて興味を持

って観察しています。こうした日々の何気ない経験が、命を大切にする心や豊かな感性につ

ながっていくことを願っています。

　季節はこれから夏へと向かいます。暑さや天候の変化に気をつけながら、子ど

もたちが毎日を楽しく過ごし、多くの発見や成長を積み重ねていけるよう努めて

まいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　小澤 暢子

今日も園には笑顔がいっぱい

ひかりのこひかりのこひかりのこひかりのこ
 かつて日本の家々には、その中心に立つ大黒柱に子どもの成長

を記録する傷がありました。端午の節句などの節目に、子ども

を柱の前に立たせ、頭のてっぺんに合わせて刃物で小さな傷を

つけて、去年からどのくらい伸びたかという、この家にしかな

い「世界に一つだけの成長」が刻まれていました。

　現代社会は、どうしても周囲との比較が目に入りやすい環境

にあります。子どもを見守る親や周りの大人たち「〇〇ちゃん

はもうこれができるのに」「平均に比べてうちはどうだろう」

と、物差しを横（他人）に向けてしまいがちです。しかし、子

どもが本当に自己肯定感を育み安心して伸びていくために必要

なのは、物差しを縦（自分の過去）に向けることです。

　柱の傷を見上げる子どもは、隣の家の幼馴染と背比べをして

いるわけではありません。「去年の自分」より高くなったことを

喜び、自分の身体に宿る確かな成長の力を実感します。これこ

そが、他者との比較に揺らがない、本当の自信の根っこになり

ます。「お友達より上手にできたね」ではなく、「こんなことがで

きるようになったんだね！」という私たちからの眼差しが、生

涯にわたって、自分自身の歩みを愛せる大人へと成長していく

小さな支えになるはずです。

　園と家庭が共に、子どもたち一人ひとりの「柱の傷」を愛お

しみ、その歩みを喜び合える関係でありたいと願っています。

チャプレン　上平 更

世界に一つだけの成長
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